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Vol.878江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

［表紙の写真］
　1 月 2 日に開催されたはたちの集い。久しぶ
りの再会や写真撮影を楽しむ姿が見られました。

（詳しくは 2 ～ 3 ページに掲載）



私
た
ち
が
こ
う
し
て
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
日
々
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
ぎ
育
て

て
く
れ
た
家
族
や
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
多
く
の

時
間
と
経
験
を
共
有
し
た
友
人
、
そ
し
て
、
私
た
ち
の
成
長

を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
の
お
陰
で
す
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
世
代
は
、
中
学
の
卒
業
式
か
ら
本
格
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

配
慮
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
高
校
生
活
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
制
限
に
よ
っ
て
苦
し
い
思
い
や
、
や
り
た

い
こ
と
が
や
り
き
れ
な
い
悔
し
さ
な
ど
を
多
く
感
じ
る
3
年

間
で
し
た
。

し
か
し
、
高
校
生
活
の
す
べ
て
が
つ
ら
い
経
験
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
制
限
の
中
で
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
や

活
動
な
ど
を
友
人
や
、
先
生
方
と
共
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
状
況
に
も
負
け
な
い
強
さ
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
徐
々
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
で
き
る
こ
と

も
増
え
て
い
く
中
で
当
時
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

た
高
校
時
代
に
得
る
こ
と
の
で
き
た
「
ど
ん
な
状
況
に
も
負

け
な
い
強
さ
」
は
、私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
が
社
会
人
と
し
て
成
長
し
、
今
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
を
支
え
て
い
き
、
次
の
世
代
に

夢
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
立
場
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

はたち代表答辞

下田悠雅さん

※
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
・
編
集
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　１月 2 日（木）、令和 7 年江津市はたちの集い
を江津市総合市民センターで開催しました。江
津市出身や在住していて、今年度で二十歳を迎
える 150 名が参加しました。

出席者有志による石見神楽「恵比寿」
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記念品のご紹介

和紙製の

名刺入れ

　はたちの集いにご参加いただいた皆さまへ、特別な記
念品としてお渡しした「名刺入れ」は、勝地半紙の和紙
で丁寧に作られています。この名刺入れは、江津市の指
定無形民俗文化財である石州勝地半紙の伝統技術を受
け継いだ、貴重な一品です。
　原料には、落葉広葉樹の楮

こうぞ
、三

みつまた
椏、雁

が ん ぴ
皮の樹皮の繊

維が使用されており、薬剤以外の素材はすべて工房で
作っています。今回の名刺入れは、桜江町長谷の「風の
工房」にお願いし、はたちの記念に普段使いできる和紙
製品をということで作成してもらいました。心を込めて制
作していただいたこの名刺入れは、皆さまの新たな一歩
を支える大切なものになってほしいと願っています。
　この名刺入れを通じて、これからの人生を彩っていって
ください。
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防
災
行
政
用
無
線
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を
用
い
た
訓
練
で
、

江
津
市
以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を

用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時

２
月
12
日

（水）
午
前
11
時
ご
ろ

※
日
程
・
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
訓
練
で
行
う
放
送
試
験

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
防
災
行
政

用
無
線
戸
別
受
信
機
」
お
よ
び
「
屋
外

拡
声
子
局
（
41
か
所
）」
か
ら
、
一
斉
に

放
送
さ
れ
ま
す
。

◎
放
送
内
容

（
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
江
津
市
で
す
。」

（
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

■問
総
務
課
防
災
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
７

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
の
ご
案
内

江
津
市
で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

①
対
象
世
帯
に
は
２
月
中
旬
に

﹁
確
認
書
﹂
を
送
付
し
ま
す

【
対
象
世
帯
】

基
準
日
（
令
和
６
年
12
月
13
日
）
時

点
で
江
津
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
の

う
ち
「
令
和
6
年
度
住
民
税
非
課
税
者

の
み
」
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
。

ま
た
、
当
該
世
帯
に
18
歳
以
下
の
児

童
（
平
成
18
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）
が
い
る
場
合
は
、
こ
ど
も
加

算
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
全
員
が
、
別
の
世
帯
の
住
民
税

課
税
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
る
世
帯

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
支
給
額
】

一
世
帯
あ
た
り
３
万
円

児
童
一
人
あ
た
り
２
万
円

【
支
給
手
続
き
】

申
請
期
限
ま
で
に
確
認
書
を
提
出

②
そ
の
他
、
申
請
す
る
こ
と
で

給
付
が
受
け
ら
れ
る
世
帯

次
の
世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
す
る
こ

と
で
支
給
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
理

由
に
避
難
し
て
い
る
世
帯

・
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り
①
の
世
帯
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
世
帯

・
基
準
日
時
点
に
お
い
て
離
婚
が
成
立

ま
た
は
離
婚
協
議
中
で
あ
る
①
に
該

当
す
る
世
帯
（
基
準
日
の
翌
日
以
降

の
離
婚
で
あ
っ
て
も
、
対
象
児
童
と

と
も
に
別
世
帯
と
な
っ
て
い
る
世
帯

は
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

③
こ
ど
も
加
算
給
付
金
の
例
外
に

つ
い
て

①
の
世
帯
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る

世
帯
は
申
請
す
る
こ
と
で
こ
ど
も
加
算

給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
基
準
日
の
翌
日
以
降
に
生
ま
れ
た
新

生
児
が
い
る
世
帯

・
別
世
帯
だ
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
が

い
る
世
帯

【
②
・
③
の
支
給
手
続
き
】

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

◎
申
請
書
の
入
手
先

・
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

・
桜
江
支
所
窓
口

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
申
請
期
限

6
月
30
日

（月）
消
印
有
効

■問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
１▲ホームページ

Information
Pick Up!
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ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

寒
い
季
節
に
な
る
と
注
意
が
必
要
な

の
が
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
で
す
。
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度
変
化

に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く
上
下
し
、
心

臓
や
血
管
に
負
担
が
か
か
る
現
象
を
指

し
ま
す
。（
図
１
）

　
　
　
　
　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状

人
間
の
体
は
温
度
に
よ
っ
て
血
管
の

状
態
が
変
わ
り
ま
す
。
暖
か
い
場
所
で

は
血
管
が
広
が
り
、
血
圧
が
下
が
り
ま

す
。
一
方
、
寒
い
場
所
で
は
血
管
が
縮

ん
で
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
温
度
の
急
激
な
変
化
、
い
わ
ゆ
る

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
こ
る
と
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
心
疾
患
を
も
つ
人
は
、

血
圧
の
急
激
な
変
化
に
脆
弱
で
あ
り
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
、
逆
に
血
圧
が
下
が
る
と
失
神
や
意

識
を
失
う
危
険
性
が
増
し
、
転
倒
す
る

リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

起
こ
り
や
す
い
状
況

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
、
冬
場
の
浴
室

や
脱
衣
所
、
ト
イ
レ
な
ど
で
急
激
な
温

度
変
化
が
起
こ
る
際
に
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
特
に
、浴
槽
の
中
で
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
意
識
を
失
う
と
、

溺
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
暖
房
の
効
い
た
リ
ビ
ン

グ
か
ら
脱
衣
所
に
移
動
し
、
浴
槽
に
入

る
際
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

令
和
5
年
の
人
口
動
態
調
査
に
よ
る

と
、「
浴
槽
内
で
の
溺
死
及
び
溺
水
」
の

件
数
は
８
９
９
３
人
に
上
り
、
月
別
で

は
冬
に
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
転
倒
に
よ
る
事
故
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
冬
場
の
お
風
呂
で
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。（
図
２
）

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
ら

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
て
い
る
と

思
わ
れ
る
人
を
見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
は

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
呼
び
か
け
に
反

応
し
な
い
、
呼
吸
が
弱
い
、
意
識
は
あ
っ

て
も
頭
痛
や
胸
の
痛
み
、
体
の
力
が
入

ら
な
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
救

急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
で
き
る
対
策
を

・
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
る

・
お
風
呂
の
湯
温
は
41
度
、
湯
に
つ
か
る

時
間
は
10
分
ま
で
を
目
安
に

・
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

・
食
後
す
ぐ
の
入
浴
や
、
飲
酒
後
の
入
浴

は
避
け
る

・
入
浴
す
る
前
に
同
居
す
る
家
族
に
ひ
と

声
か
け
る

・
家
族
は
入
浴
中
の
動
向
に
注
意
す
る

・
入
浴
前
後
に
水
分
を
し
っ
か
り
摂
る

・
寒
い
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
と
き
は
一
枚

上
着
を
羽
織
る

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
５

12 月11 月10 月９月8 月７月６月５月４月３月2 月1 月

令和5年の人口動態調査　
浴槽内での溺死及び溺水　【 図２】

７割が冬季に発生！

寒 暖
図１ ヒートショックの様子

寒い脱衣所
（血管が縮んで血圧上昇）

お湯につかる
（血管が広がり血圧低下）

寒い浴室内
（血圧がさらに上昇）
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昨
年
12
月
４
日

（水）
～
10
日

（火）
に
江
津

市
人
権
啓
発
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。市

内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
部
、
標
語
の
部
、
作
文
の
部
の
４

部
門
に
６
５
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
各
学
校
で
の
審
査
を
経
て
１
９
３

点
が
市
・
県
・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田

支
局
へ
出
品
さ
れ
、
選
ば
れ
た
優
秀
賞

５
４
点
を
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
で
展
示
し

ま
し
た
。
優
秀
賞
の
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
等
で
の

人
権
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
お

よ
び
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

人
権
啓
発
作
品
優
秀
賞
の
皆
さ
ん

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

佐
々
木

晴
暉
さ
ん
（
渡
津
小
1
年
）

平
中

怜
さ
ん
（
渡
津
小
1
年
）

日
下

芽
依
さ
ん
（
渡
津
小
２
年
）

森
脇

新
太
さ
ん
（
渡
津
小
２
年
）

深
野

空
寿
さ
ん
（
渡
津
小
２
年
）

河
津

結
菜
さ
ん
（
津
宮
小
４
年
）

澤
津

杏
さ
ん
（
津
宮
小
４
年
）

沖
田

泰
一
さ
ん
（
津
宮
小
４
年
）

山
本

七
澄
菜
さ
ん
（
津
宮
小
４
年
）  

横
手

碧
依
さ
ん
（
津
宮
小
４
年
）

横
田

雪
苺
さ
ん
（
青
陵
中
１
年
）

木
村

美
絢
さ
ん
（
青
陵
中
１
年
）

小
谷

百
花
さ
ん
（
青
陵
中
１
年
）

松
田

な
の
は
さ
ん
（
江
津
中
２
年
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
部
】

尾
前

凜
さ
ん
（
高
角
小
1
年
）

秋
山

桜
史
郎
さ
ん
（
桜
江
小
1
年
）

松
本

貴
史
さ
ん
（
高
角
小
2
年
）

森
田

華
さ
ん
（
高
角
小
2
年
）

山
脇

歩
実
さ
ん
（
高
角
小
2
年
）

山
田

健
瑠
さ
ん
（
桜
江
小
2
年
）

武
田

莉
央
さ
ん
（
渡
津
小
3
年
）

小
川

彩
乃
さ
ん
（
江
津
東
小
3
年
）

三
浦

花
音
さ
ん
（
川
波
小
3
年
）

槇
野

一
花
さ
ん
（
桜
江
小
3
年
）

有
江

ゆ
う
あ
さ
ん
（
郷
田
小
4
年
）

佐
々
木

一
花
さ
ん
（
郷
田
小
4
年
）

須
田

絢
花
さ
ん
（
郷
田
小
4
年
）

山
本

隼
士
さ
ん
（
郷
田
小
4
年
）

難
波

伸
弥
さ
ん
（
桜
江
小
4
年
）

【
標
語
の
部
】

※
浜
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
審
査

室
常

希
帆
さ
ん
（
渡
津
小
5
年
）

焼
杉

康
生
さ
ん
（
渡
津
小
5
年
）

青
木

琳
功
さ
ん
（
江
津
東
小
5
年
）

大
場

心
乃
華
さ
ん
（
江
津
東
小
5
年
）

浅
田

総
司
さ
ん
（
川
波
小
５
年
）

二
又

萌
奈
さ
ん
（
川
波
小
５
年
）

佐
々
木

紅
那
さ
ん
（
津
宮
小
5
年
）

藤
江

咲
彩
さ
ん
（
津
宮
小
5
年
）

矢
上

晶
梧
さ
ん
（
津
宮
小
5
年
）

山
村

明
日
香
さ
ん
（
津
宮
小
5
年
）

森
野

は
な
さ
ん
（
高
角
小
5
年
）

渡
邉

怜
奈
さ
ん
（
高
角
小
5
年
）

石
田

愛
葵
さ
ん
（
高
角
小
5
年
）

牛
尾

紬
さ
ん
（
高
角
小
5
年
）

粟
村

彰
太
さ
ん
（
桜
江
小
5
年
）

市
原

咲
希
さ
ん
（
桜
江
小
５
年
）

湊

華
香
さ
ん
（
郷
田
小
６
年
）

湯
浅

陽
和
さ
ん
（
郷
田
小
６
年
）

中
祖

な
つ
き
さ
ん
（
渡
津
小
６
年
）

永
井

唯
花
さ
ん
（
渡
津
小
６
年
）

中
山

柚
希
さ
ん
（
江
津
東
小
6
年
）

横
田

桜
さ
ん
（
桜
江
小
６
年
）

【
作
文
の
部
】

大
屋

明
莉
さ
ん
（
青
陵
中
2
年
）

平
野

心
都
さ
ん
（
青
陵
中
３
年
）

升
本

樹
希
さ
ん
（
桜
江
中
３
年
）

「
令
和
6
年
度

江
津
市
人
権
啓
発
作
品
展
」
入
選
作
品
問
人
権
同
和
教
育
課
・
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
１
０
１
８

↓
佐
々
木
晴
暉
さ
ん
（
渡
津
小
）
の
作
品

Information
Pick Up!
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対
象
者
・
手
続
き
な
ど

◎
対
象
者

令
和
７
年
４
月
の
進
学
な
ど
を
希

望
し
て
い
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
す
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の
母
ま

た
は
父
子
家
庭
の
父

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
な
い
児
童

◎
資
金
の
種
類

①
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

お
よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対

象
と
す
る
資
金

◎
申
請
す
る
と
き
の
注
意
点

・
貸
付
申
請
前
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
に
す
る
資

金
で
は
、児
童
の
面
接
も
あ
り
ま
す
。

・
申
請
か
ら
貸
付
決
定
ま
で
に
時
間
を

要
し
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
島
根
県
育
英
会
な
ど
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
と
の
併
給
が
で
き
な
い
奨

学
金
が
あ
り
ま
す
。

・
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
よ

る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
な
ど
に
つ

い
て
は
、貸
付
限
度
額
よ
り
給
付
額・

減
免
額
を
控
除
し
た
範
囲
で
併
給
が

可
能
で
す
。

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金

◎
修
学
資
金

高
校
、
大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の
授
業
料
、
書

籍
代
、
交
通
費
な
ど
に
必
要
な
資
金

◎
修
業
資
金

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

◎
就
学
支
度
資
金

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要
な

入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

お
よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を

対
象
と
す
る
資
金

◎
技
能
習
得
資
金

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無

利
子
、
立
て
な
い
場
合
は
年
１
％

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

県
青
少
年
家
庭
課
ひ
と
り
親
支
援
係

℡
０
８
５
２
（
２
２
）
６
６
８
９

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
予
約
貸
付
受
付
中

毎
月
、
市
内
で
催
さ
れ
る
石
見
神
楽

は
豪
華
必
見
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

湯
の
町
神
楽
殿
と
舞
乃
座
は
必
ず
ご
予

約
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

有
福
温
泉

湯
の
町
神
楽
殿

◎
日
時

２
月
８
日

（土）
、
22
日

（土）

　
　
午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
出
演
団
体

有
福
温
泉
神
楽
団

◎
料
金

中
学
生
以
上

１
０
０
０
円

小
学
生　
　
　
５
０
０
円

未
就
学
児
無
料

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
日
時

２
月
９
日

（日）

午
前
の
部

午
前
10
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
２
時
30
分

◎
出
演
団
体

石
見
神
楽
波
子
社
中

上
津
井
神
楽
社
中

◎
料
金

中
学
生
以
上

１
０
０
０
円

小
学
生　
　
　
５
０
０
円

未
就
学
児
無
料

※
午
前
の
部
・
午
後
の
部
通
し
で
ご
覧

い
た
だ
い
て
も
料
金
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

※
予
約
不
要

問
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

石
見
神
楽
劇
場

舞
乃
座

◎
日
時

２
月
２
日

（日）
、
16
日

（日）

　
　
午
後
４
時
～
６
時

２
月
14
日

（金）
、
28
日

（金）

　
　
午
後
８
時
～
９
時

◎
出
演
団
体
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
料
金

日
曜
日

２
０
０
０
円

金
曜
日

１
０
０
０
円

◎
予
約
先

席
の
予
約
専
用
電
話

℡
０
９
０
（
８
０
６
５
）
０
０
０
２

※
定
期
公
演
の
ほ
か
に
特
別
公
演
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
見
神
楽
公
演
情
報

▲ホームページ

問
商
工
観
光
課
観
光
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
４
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２階以上または延べ面積200㎡超の建物を建築する際は
全ての地域で建築確認申請が必要となります。

令和７年３月 31 日まで 令和７年４月１日以降に工事に着手するもの

全ての建築物に省エネ基準適合が義務付けられます。

〇令和７年４月１日以降、原則全ての建築物の新築・増改築す
る際に、省エネ基準への適合が義務付けられます。（修繕・
模様替えといったいわゆる改修・リフォームは対象外）

住宅省エネ基準は、次の二つがあります。
①外皮基準
　屋根・外壁・窓などの断熱の性能に関する基準
②一次エネルギー消費量基準
　暖冷房、換気、給湯、照明など住宅で使うエネルギー消費量に関する基準

〇増改築の場合は、増改築を行う部分が省エネ基準に適合す
る必要があります。

都市計画

区域内

※「不要」の場合でも、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に建物がかかる際は建築確認申請が必要になることがあります。
※大規模なリフォームも建築確認申請が必要となることがあります。

都市計画

区域外

木造
平屋建て等

木造
2階建て

必要

不要

木造平屋建て
（延べ面積200㎡以下）

木造
2階建て

必要必要

必要不要※

省エネ住宅の例

建築のルールが変わります

　建築基準法・建築物省エネ法の改正により令和 7 年 4 月1日以降
に着工する建築物の手続きが大きく変わります。

１

２

問都市計画課指導係
　℡０８５２（５２）７４９０

木造平屋建て
（延べ面積 200㎡超）

Information
Pick Up!
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開催日 時間 会場 内容 予約

4 日（火）
午前 11時～正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 〇

午前 11時～ のぞみ保育園 0 歳児食事体験～離乳食コース 〇

6 日（木）

午前 10 時～11時 さくら 「さくらこども園の日」お風呂で遊べるシール作りと
お抹茶を飲みましょう。

○
※予約は
あさりへ

午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 足型であそぼ！ 〇

午前 10 時～午後 0 時 30 分 うさぎ山 おいしい day ○

午前 10 時～ のぞみ保育園 ママの手作りクラブ～段ボール織機のマット作り 〇

7 日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「3B 体操」 〇

9 日（日） 午前 10 時～正午 サポートセンター 産前教室～育児レッスン～「妊娠中の食生活、母乳育
児と授乳体験」 〇

12 日（水） 午前 10 時～11時 あさり 「スマイルデー」室田さんのアロマハンドクリーム作り 〇

13 日（木） 午前 10 時～ のぞみ保育園 マザーズひろば「べビ―マッサージ」 〇

14 日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター 第 5 回食育講座「食育講演会」 〇

15 日（土） 午前 10 時～11時 サポートセンター 絵本の読みかたりの日 〇

18 日（火） 午前 10 時～11時 サポートセンター 第 5 回はじめてベビーの日「保健師さんとおしゃべり
会」 〇

19 日（水）

午前 11時～ のぞみ保育園 １・２・３歳児食事体験 〇

午前 9 時 30 分～11時 30 分 サポートセンター
乳 幼 児 相 談・ お っ ぱ い 相 談・ 離 乳 食 相 談
ミニ講話「親も元気に！こころ編　イライラとの付き合
い方」

午前 10 時～正午 うさぎ山 風水薬膳　( セラピストの砂田さんを迎えて楽しい時
間を過ごしましょう) 〇

午前 10 時～11時 杜の休憩所
Laugh Rough

「ファミリーデー」アクセサリーなどを飾れるワイヤー
クラフト作りをします。その後は、NAOFARM さん
のドリンクを飲んでカフェタイムを楽しみましょう！

〇

20 日（木） 午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 手づくりおもちゃをつくろう！ 〇

21日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「音楽あそび」 〇

25 日（火）
午前 10 時～11時 あさり 「 も ぐ も ぐ デ ー」 園 の お や つ の 紹 介と 試 食。

今回は「ほうとう汁」です。 〇

午前 10 時～正午 うさぎ山 ぱくぱくday（いろいろクレープ） 〇

26 日（水） 午前 10 時～ のぞみ保育園 うたってあそぼう＆おしゃべりティータイム 〇

27 日（木） 午前 9 時 30 分～11時 さくらえ保育園 おひなさまを作ろう！ 〇

28 日（金） 午前 10 時～11時 サポートセンター おたのしみの日「ひな飾り作り」 〇

子育てサポート２月のイベント一覧

子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡０８５５（５２）０５６９
のぞみ子育て支援センター　℡０８５５（５２）７８８８ さくらえ子育て支援センター　℡０８５５（９２）１０６８
あさり子育て支援センター　℡０８５５（５５）１０２４ うさぎ山子育て支援室　℡０８５５（５４）１４２５

　子育てサポートセンターや支援センター・支援室の実施するイベントや取り
組みなどをお知らせします。
　感染症の予防のため、基本的に予約制で開催します。予約やお問い合わせ
は、下記の各施設までお問い合わせください。
　子育てサポートセンターホームページからも確認できます。

ホームページ
はこちら↓
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健康
＆

すくすく

働
き
盛
り
世
代
の
食
の
課
題

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ

ろ
え
た
食
事
を
１
日
３
回
摂
れ
て
い
な
い

人
の
割
合
は
ど
の
世
代
も
半
数
以
上
お

り
、
な
か
で
も
働
き
盛
り
世
代
（
若
年
・

壮
年
者
）
で
は
、
約
７
割
を
超
え
る
人
が

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
毎
食
摂
れ
て
い

ま
せ
ん
。（
図
１
）
ま
た
、
野
菜
の
摂
取

率
が
全
世
代
で
少
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に

副
菜
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。（
図
２
）
働
き
盛
り
世
代
に
話
を

聞
く
と
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
や
野
菜
摂
取
に

つ
い
て
意
識
は
し
て
い
る
も
の
の
、
日
々

の
生
活
や
仕
事
に
追
わ
れ
優
先
度
が
低
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
様
子
で

す
。

食
卓
に
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を

そ
ろ
え
よ
う
！

皆
さ
ん
は
、
毎
食
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
は
、
１
日
３

食
を
基
本
に
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
組

み
合
わ
せ
た
食
事
の
こ
と
を
指
し
、
自
然

と
必
要
な
栄
養
素
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

80

60

40

20

0
未成年者

（13 ～ 17 歳）
高齢者

（65 歳以上）
若者・壮年者

（18 ～ 64 歳）
５皿以上 3皿～４皿 １～２皿 ほとんど食べない

１日３回 １日２回 １日 1回 ほとんど食べていない

40

30

20
10
0

未成年者
（13 ～ 17 歳）

若者・壮年者
（18 ～ 64 歳）

高齢者
（65 歳以上）

50
60

副菜
野菜、きのこ、海藻を使っ
た料理。体の調子をとと
のえるビタミン、ミネラ
ル、食物繊維の供給源。

主菜
魚、肉、卵、大豆製品を
使った料理。体をつくる
たんぱく質の供給源。

主食
ごはん、パン、麺など。
エネルギー源となる炭水
化物の供給源。

汁物、乳製品、果物な
ど（1日 1回）

主食・主菜・副菜をそろえた食事の摂取頻度【図１】

１日に食べる野菜料理の皿数（一皿70g相当）【図２】

63.9％ 76.3％ 56.0％

3.7％ 2.9％ 3.4％

目標！

目標！

７割以上の人は
栄養バランスが心配

目標達成は
わずか 2.9%

（％）

（％）

10かわらばん 2025.2



作り方
１キャベツ、玉ねぎ、にんじんは材料のとおり切り、豚肉は食べや

すい大きさに切る。
２豚肉はポリ袋に入れ、塩コショウ、片栗粉を加えてよくまぶす。
３フライパンにごま油をひき、豚肉を炒める。
４火が通ったら、にんじん、玉ねぎ、キャベツを加えて炒める。
５★を加えてさらに炒める。
６ ５で炒めた具材に火が通ったら温かいごはんの上に盛る。
７お好みで、いりごまと刻みねぎをふりかける。
※市販のカット野菜やこま切れ肉を使うと、まな板いらずでもっと簡単！

市長が挑戦！
野菜たっぷり！簡単♪
バランスごはん

野菜たっぷり豚丼

▲ YouTube

働
き
盛
り
世
代
を
代

表
し
て
︑
中
村
市
長

に
︑
１
品
で
主
食
・

主
菜
・
副
菜
が
と
れ

る
簡
単
レ
シ
ピ
を

作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
！

一人分の野菜の使用量　120g
エネルギー量　567kcal
塩分　2.4g

材料（２人分）
ごはん
豚バラ（薄切り）
キャベツ　（ざく切り）
玉ねぎ（薄切り）
にんじん（半月切り）
塩コショウ　
片栗粉　
ごま油　
　　酒　
　　砂糖　
　　みりん　
　　しょうゆ　
　　オイスターソース
　　にんにくチューブ
いりごま　
刻みねぎ　

茶碗２杯分
120ｇ
３～４枚
４分の１個
２分の１本

少々
大さじ１

大さじ２分の１
大さじ１
大さじ１
大さじ１
大さじ１
大さじ１
2cm

お好みで
お好みで

★

簡単に作れ、とても美味しいです！
皆さんも、野菜たっぷりバランスごはんを
取り入れてみませんか？

Let's cooking  
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絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
申○
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
１

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

冬
は
暖
房
や
給
湯
の
使
用
な
ど
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。

必
要
な
時
だ
け
暖
房
を
つ
け
る
な

ど
、一
人
一
人
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
常

生
活
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣

い
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、家
庭
や

学
校
、職
場
で
省
エ
ネ
行
動
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
出
し
は
朝
８
時
ま
で
に
！

ご
み
の
収
集
は
交
通
規
制
や
収
集

の
状
況
に
よ
っ
て
、時
間
が
大
幅
に

前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集

を
終
え
た
場
所
へ
、後
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
の
取
り
残
し
が
な
い
よ
う
、

朝
８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

犬
の
散
歩
に
つ
い
て
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん

は
マ
ナ
ー
を
守
り
、近
隣
の
人
と
お

互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
犬
の
ト
イ
レ
は
で
き
る
限
り
自
宅

で
済
ま
せ
る

・
散
歩
中
は
辺
り
構
わ
ず
ト
イ
レ
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
リ
ー
ド
す
る

・
フ
ン
は
持
ち
帰
り
、尿
は
洗
い
流
す

・
暗
い
時
間
の
散
歩
は
反
射
材
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
活
用
す
る

・
首
輪
や
リ
ー
ド
が
経
年
劣
化
し
て

い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
６

お
知
ら
せ

牛
、馬
、豚
、ヤ
ギ
、め
ん
羊

な
ど
の
飼
養
状
況
調
査

県
の
畜
産
振
興
施
策
お
よ
び
畜
産

伝
染
病
予
防
業
務
を
推
進
す
る
う
え

で
、家
畜
の
飼
養
頭
数
、農
家
数
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

家
畜
を
１
頭
以
上
飼
育
し
て
い
る

人
は
、毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
育

頭
数
な
ど
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対○
牛
・
馬
・
豚
・
ヤ
ギ
・
め
ん
羊
・

そ
の
他
家
畜
を
飼
育
し
て
い
る
人

◎
報
告
の
内
容

住
所
、氏
名
、連
絡

先
、飼
育
場
所
、飼
育
頭
数
な
ど

◎
提
出
先

農
林
水
産
課

〆○
２
月
14
日

（金）

問
農
林
水
産
課
農
政
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
５
６

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

お
知
ら
せ

介
護
給
付
費
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

介
護
給
付
費
通
知
書
は
、令
和
６

年
１
月
か
ら
12
月
の
間
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
人
に
対
し
て
、そ

の
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
明

細
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
領
収
書

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
発
送
の
時
期

２
月
下
旬

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は

す
ぐ
に
連
絡
を
！

介
護
保
険
の
第
1
号
被
保
険
者
の

方
（
65
歳
以
上
の
人
）が
、交
通
事
故

な
ど
、第
三
者
に
よ
る
不
法
行
為
が
原

因
で
状
態
が
悪
化
し
た
場
合
で
も
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、そ
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
か
か
っ
た
費
用
は
、本
来
加

害
者
で
あ
る
第
三
者
が
負
担
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
の
で
、浜
田
地
区
広
域

行
政
組
合
が
一
時
的
に
立
て
替
え
た

費
用
を
後
で
加
害
者
で
あ
る
第
三
者

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
故
に
あ
っ
た
時
は
、す
ぐ
浜
田
地

区
広
域
行
政
組
合
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

問
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

℡
０
８
５
５
（
２
５
）１
５
２
０

ご
み
・
環
境

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
2
月
16
日

（日）

午
前
９
時
～
正
午

￥○
有
料

申○
不
要

問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
2
月
23
日

（日）

午
前
９
時
～
正
午

対○
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

￥○
有
料

他○
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
ご
み

を
持
ち
込
む
人
は
21
日

（金）
ま
で
に
連

情報
ポケット

各記号の意味
日○日時　期○期間　場○場所　内○内容　対○対象
資○資格　持○持ち物　定○定員　￥○費用　〆○締切
申○申込方法　他○その他　問問い合わせ先

2月

有

料

広

告
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相

談

2
月
の
補
聴
器
修
理
相
談
会

市
役
所
本
庁
舎
1
階
相
談
室
4
会
場

☆
4
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

午
前
10
時
～
正
午

☆
4
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

☆
17
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

午
後
1
時
30
分
～
3
時

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
会
場

☆
4
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

午
前
10
時
～
11
時
30
分

☆
6
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

午
前
10
時
～
正
午

☆
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談

江
津
市
で
は
、身
体
お
よ
び
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
や
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
、必
要
な
支
援
な
ど
を
行
う

た
め
、相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
身
体
障
害
者
相
談
員

梶
川

勇
（
か
じ
か
わ

い
さ
む
）

℡
０
８
５
５
（
９
２
）０
７
３
２

◎
知
的
障
害
者
相
談
員

藤
井

恭
郎
（
ふ
じ
い

や
す
お
）

℡
０
８
５
５
（
５
５
）１
８
０
３

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

日○
2
月
12
日

（水）

午
後
１
時
～
４
時

場○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内○
求
人
・
求
人
相
談

看
護
情
報
の
提
供

問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
じ
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

日○
2
月
15
日

（土）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場○
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

対○
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
の
人
な
ど

申○
不
要

￥○
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
世
話
人

松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

は
、２
０
０
８
年
に
発
足
し
た
自
死

遺
族
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
自
助
グ

ル
ー
プ
で
す
。
大
切
な
人
を
自
死
で

失
っ
た
悲
し
み
、苦
し
み
、怒
り
な
ど

を
遺
族
だ
け
で
語
り
合
う
場
で
す
。

松
江
会
場

日○
2
月
8
日

（土）

場○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

大
田
会
場

日○
2
月
1
日

（土）

場○
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

益
田
会
場

日○
2
月
15
日

（土）

場○
市
立
学
習
セ
ン
タ
ー

内○
午
後
２
時
～
３
時
30
分
ま
で
は
遺

族
だ
け
の
分
か
ち
合
い
の
時
間
。（
予

約
不
要
）午
後
３
時
30
分
～
５
時
は

自
死
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

※
会
場
や
日
時
の
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
申○
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

（
桑
原
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
２
）５
９
６
０

難
病
相
談
の
お
知
ら
せ

一
般
相
談

日○
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

内○
難
病
、治
療
、生
活
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
む

就
労
相
談

日○
2
月
12
日

（水）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内○
難
病
患
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
）

※
面
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、前
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
３
（
２
４
）８
５
１
０

有

料

広

告

固定資産税（４期）の納付期限は２月２８日（金）です。

▲申込はこちら
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労
働
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」「
残

業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」「
勤
務
態

度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に
困
っ
て
い

る
」な
ど
、職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
専
門

家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日○
２
月
16
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場○
島
根
県
益
田
合
同
庁
舎

￥○
無
料

◎
相
談
員

弁
護
士
、労
働
組
合
役

員
、会
社
経
営
者
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

対○
労
働
者
や
事
業
主
、パ
ー
ト
、ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

申○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

〆○
２
月
10
日

（月）

問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
２
２
）５
４
５
０

相
続
税
・
贈
与
税
の

無
料
相
談
会

税
理
士
記
念
日
行
事
と
し
て
、無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
続
が
発
生
し
た
時
、税
理
士
に

相
談
す
る
こ
と
で
、司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
と
連
携
し
て
相
続
に
関
す

る
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日○
２
月
21
日

（金）

午
前
の
部

午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
３
時

場○
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階

￥○
無
料

申○
事
前
申
込
不
要

問
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部
（
斎
藤
）

℡
０
８
０
（
２
９
３
６
）６
５
０
５

講
座
・
研
修

第
６
回
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

日○
２
月
22
日

（土）

午
前
10
時
～
正
午

場○
浜
田
養
護
学
校

内○
講
義

・
就
労
に
つ
い
て

・
卒
業
後
の
生
活
に
つ
い
て

対○
高
校
生
以
上

申○
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

問
浜
田
養
護
学
校

担
当

松
田

℡
０
８
５
５
（
２
２
）２
２
０
０

断
酒
会
一
泊
特
別
研
修
会

毎
年
恒
例
の
一
泊
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
体
験
談
を
話
し
た
り
、聞

い
た
り
す
る
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の

学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日○
2
月
15
日

（土）

午
後
１
時

　
　
　
～
16
日

（日）

正
午

場○
島
根
県
立
少
年
自
然
の
家

〆○
２
月
７
日

（金）

申○
電
話
で
申
し
込
む

問
公
益
社
団
法
人
島
根
県
断
酒
新
生

事
務
局℡

０
８
５
２
（
６
６
）３
６
１
２

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
習

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
の

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
基
礎
＆
応
用
編
）㏌
浜
田

日○
３
月
18
日

（火）
、19
日

（水）
、21
日

（金）

場○
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

￥○
無
料

定○
12
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

資○
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人

３
日
間
参
加
可
能
な
人

あ
る
程
度
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

問
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
５
）５
２
０
７

FAX
０
８
５
５
（
２
５
）５
１
１
２

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
し
た
い
が
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
な
ど
就
職
活
動
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、個
別
相
談
も
行

い
ま
す
。

日○
２
月
20
日

（木）

午
後
２
時
～
４
時

場○
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

内○
就
職
活
動
の
進
め
方
、履
歴
書
な

ど
の
書
き
方
、面
接
対
策
な
ど

◎
講
師

中
尾

則
子
氏

定○
15
人

￥○
無
料

申○
電
話
で
申
し
込
む

問
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー

浜
田℡

０
８
５
５
（
２
５
）５
１
１
１

島
根
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

【
第
一
課
程
（
公
開
講
座
）】

期○
４
月
～
6
月
の
土
曜
日
（
全
15
回
）

午
後
１
時
15
分
～
４
時
30
分

場○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松
江
市
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
も
可

対○
ど
な
た
で
も

￥○
全
講
座
受
講

１
万
円

※
全
講
座
受
講
し
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申○
申
込
書
を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
む

〆○
３
月
20
日

（木）

有

料

広

告

▲ホームページ

▲ホームページ
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【
第
二
課
程
（
相
談
員
養
成
講
座
）】

場○
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松
江
市
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
不
可

資○
20
歳
～
75
歳
く
ら
い
の
人
で
次
の

要
件
を
満
た
す
人

・
い
の
ち
の
電
話
の
趣
旨
に
賛
同

し
、活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
人

・
第
一
課
程
を
修
了
し
た
人
（
10
回

以
上
出
席
）

期○
７
月
～
令
和
8
年
3
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
（
第
４
土
曜
日
を
除
く
）

￥○
１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別
途

必
要
）

問
島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
３
２
）５
９
８
５

60
代
か
ら
の
多
様
な

働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
開
催

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
【
働
く
】

と
【
健
康
】が
テ
ー
マ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
今
回
の
講
演
は
【
食
事
】に

焦
点
を
あ
て
た
内
容
で
す
。

日○
２
月
13
日

（木）

午
後
２
時
～

場○
江
津
市
職
員
会
館

対○
60
歳
以
上
の
人

内○
健
康
測
定
と
管
理
栄
養
士
さ
ん
の

知
っ
て
得
す
る
話
、仕
事
情
報
、各
種

イ
ベ
ン
ト
の
案
内

￥○
無
料

問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
江
津
分
室

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
０

募

集

令
和
７
年
度
江
津
市

奨
学
生
募
集

大
学
生
、高
等
専
門
学
校
生
、専
門

学
校
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
の
貸

付
事
業
で
す
。

◎
募
集
人
員

若
干
名

◎
募
集
期
間

３
月
３
日

（月）
～
３
月
31
日

（月）
必
着

◎
対
象
と
な
る
学
校

大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校

の
専
門
課
程
（
修
業
年
限
が
２
年
以

上
の
も
の
）

資○
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
が
決

定
、も
し
く
は
在
学
中
で
次
の
要
件

を
満
た
す
人

・
人
物
・
学
業
成
績
が
良
好
な
人

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
人

・
３
年
以
上
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

◎
奨
学
生

月
額
１
万
８
０
０
０
円

（
年
額
21
万
６
０
０
０
円
を
一
括
支

払
い
し
ま
す
）

◎
貸
付
期
間

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の
正
規

の
就
学
期
間

◎
応
募
方
法

次
の
①
、②
に
よ
り
必
要
書
類
を
教

育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
在
学
中
の
学
校
を
経
由
し
て
提
出

②
申
請
者
ご
本
人
が
直
接
提
出

問
学
校
教
育
課
管
理
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
５

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
再
開
し
ま

し
た
。
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
活
用
し

た
短
時
間
や
短
期
間
の
仕
事
な
ど
、

幅
広
く
ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
も
お
勧

め
で
す
。

入
会
説
明
会

日○
２
月
20
日

（木）

午
後
１
時
30
分
～

場○
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対○
江
津
市
に
お
住
い
の
60
歳
以
上
の
人

持○
筆
記
用
具

問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
６
１
６

イ
ベ
ン
ト

浜
田
圏
域
難
病
患
者
家
族

交
流
会
「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」

「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」は
難
病
患
者

さ
ん
や
家
族
さ
ん
同
士
が
交
流
し
、

病
気
や
生
活
の
悩
み
な
ど
情
報
交
換

し
た
り
、楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
共

有
す
る
会
で
す
。

日○
2
月
20
日

（木）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場○
浜
田
保
健
所
3
階
多
目
的
室

対○
難
病
患
者
・
家
族

内○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、交
流
会

￥○
無
料

〆○
2
月
12
日

（水）

申○
電
話
で
申
込
む

問
浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

℡
０
８
５
５
（
２
９
）５
５
５
４

全
日
本
写
真
連
盟

島
根
県
本
部
写
真
展

全
日
本
写
真
連
盟
島
根
県
本
部
は

県
内
の
約
80
人
が
所
属
す
る
写
真
愛

好
家
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

昨
年
12
月
に
「
秋
の
撮
影
会
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」と
「
島
根
朝
日
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」の
審
査
会
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
入
賞
し
た
合
計
32

枚
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日○
２
月
９
日

（日）

午
後
３
時

　
　
～
23
日

（日）

午
後
３
時
ま
で

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
1
階
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス

問
全
日
本
写
真
連
盟
島
根
県
本
部

委
員
長

原
田
政
治

℡
０
９
０
（
９
４
１
８
）５
３
６
３

有

料

広

告

▲ホームページ

▲ホームページ
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ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

「
吹
奏
楽
の
遊
園
地
」を
テ
ー
マ

に
、吹
奏
楽
の
名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日○
2
月
23
日

（日）

午
後
3
時
～

場○
石
央
文
化
ホ
ー
ル

￥○
一
般　
　
　
　
　
２
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
１
５
０
０
円

一
般
ペ
ア
割　
　
４
５
０
０
円

当
日
券　
　
　
　
各
５
０
０
円
増

◎
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、み
ず
ほ
楽
器
、

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

※
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
も
取
り
置
き
の
申

し
込
み
が
可
能
で
す
。

問
石
見
音
楽
文
化
振
興
会

℡
０
９
０
（
３
０
８
８
）０
３
３
３

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

冬
季
限
定
イ
ベ
ン
ト
！

シ
ロ
イ
ル
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
見
学

期○
2
月
の
土
日
祝
日

午
後
1
時
45
分
～

※
集
合
時
間
は
午
後
１
時
35
分
～
45
分

￥○
小
学
生
以
上

３
０
０
円

※
別
途
入
館
が
必
要
で
す
。

定○
50
名

場○
ア
ク
ア
ス
3
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

申○
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
む

（
未
就
学
児
申
込
不
要
）

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
は
13
時
30
分
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ご
覧
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
江
津
工
業
生
と
い
っ
し
ょ
に
海
の

生
き
物
工
作
を
し
よ
う
」

江
津
工
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
工
作
を
楽
し
も
う
！

日○
2
月
10
日

（月）

午
前
10
時
～
10
時
30
分

￥○
無
料

対○
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

定○
な
し

※
当
日
入
館
が
必
要
で
す
（
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
で
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）

申○
申
込
不
要
（
当
日
会
場
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
）

出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
！

㏌
ア
ク
ア
ス

「
あ
る
の
か
！
？
魚
の
第
六
感
」

魚
に
は
ど
ん
な
感
覚
が
あ
る
の
か

な
？
実
験
や
観
察
を
と
お
し
て
人
と

同
じ
と
こ
ろ
違
う
と
こ
ろ
を
探
し
て

み
よ
う
！

日○
2
月
2
日

（日）

①
午
前
11
時
～

②
午
後
２
時
～
（
各
45
分
）

￥○
無
料

対○
小
中
学
生
と
そ
の
ご
家
族

定○
30
人

場○
ア
ク
ア
ス
1
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

申○
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

「
骨
の
な
い
凧
を
作
ろ
う
」

骨
が
な
い
の
に
骨
が
あ
る
⁉
お
も
し

ろ
い
凧
を
作
ろ
う
！

日○
2
月
2
日

（日）

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
1
時
30
分
～
３
時

（
作
成
時
間
20
～
30
分
程
度
）

￥○
無
料
（
入
館
が
必
要
）

申○
不
要

定○
な
し

場○
ア
ク
ア
ス
3
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

問
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

石
見
海
浜
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

年
に
一
度
の
講
師
を
招
い
て
体
験

会
を
行
い
ま
す
。

日○
3
月
9
日

（日）

午
前
10
時
～
正
午

※
小
雨
決
行

場○
石
見
海
浜
公
園

定○
30
人
（
先
着
）

￥○
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
有
り
）

問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

つ
ぬ
さ
ん
ぽ
２
０
２
５

都
野
津
町
で
行
わ
れ
る
空
き
家
・

空
き
地
を
活
用
し
た
街
歩
き
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
回
は
既
存
店
舗
を
含
む

24
会
場
で
、地
域
の
人
や
島
根
県
内

外
の
学
生
に
よ
る
出
店
・
ス
テ
ー
ジ

企
画
を
行
い
ま
す
！
ぜ
ひ
、お
越
し

く
だ
さ
い
。

日○
3
月
9
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
2
時

場○
都
野
津
町
内

問
都
野
津
街
並
み
の
会
（
森
元
）

℡
０
９
０
（
４
８
９
７
）３
３
７
１

有

料

広

告

▲ホームページ

▲ facebook

▲ instagram

▲チケットの取
り置きはこちら
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消費生活 豆知識 Topics

SNS をきっかけとした
消費者トラブル

 交通事故の発生状況
（12 月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ 6 年 24 0 28
前年比 -4 0 -5

県
内

Ｒ 6 年 692 9 781
前年比 -64 -13 -66

 火災・救急・救助の件数
（12 月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 0 1 145
年間合計 11 21 1.407

人の動き
（12 月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　21,202 人（-67）
男　　　　9,943人（-51）
女　　　　11,259人（-16）
世帯数　　10,902世帯（-46）
赤ちゃんの誕生
男の子　5人　／　女の子　4人

ありがとうございます
（12 月 31日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付
香典・玉串料返し寄付
▽後地・故林悦子さん▽江津・西原修一さん（故
北風芳枝さん）▽後地（渡津）・山下千惠子さん

（故大原朗さん）▽二宮・渡邊広子さん（故久城さ
ん）▽二宮・河野正勝さん（故ユキヱさん）▽東京
都練馬区（跡市）・森脇昌司さん（故純子さん）▽
出雲市（嘉久志）・佐々木浩之さん（故静子さん）
▽嘉久志・佐々木徹さん（故謙三さん）▽和木・
田平祥子さん（故俊夫さん）▽二宮（桜江）・右田
久稔さん（故ミスヱさん）▽二宮（桜江）・高﨑浩
喜さん（故時好さん・敏子さん）▽嘉久志（桜江）・
平田啓さん（故敦子さん）▽江津・德田晃さん（故
澄男さん）▽岡山市（渡津）・岩本雅之さん（故
豊さん）▽跡市・小川則子さん（故保知さん）▽後
地・佐々木稔さん（故フジ子さん）▽都野津・井上
裕嗣さん（故紀子さん）▽二宮・能美洋子さん（故
一政さん）▽桜江・佐々木敏幸さん（故繁好さん）
一般寄付
▽浜田市・ＮＡＦ　竹田屋の欽ちゃん焼きさん
※掲載をご了承いただいた人について掲載してい
ます。印刷上表記できない漢字は、常用漢字など
に置き換えています。

◎江津市社会福祉協議会
　℡0855（52）2474

2 月の無料相談
人権相談

江津 17 日（月） 9：00 ～12：00
市役所分庁舎１階　会議室

桜江 開催なし
行政相談

江津 19 日（水）13：30 ～16：30
市役所本庁舎3 階　市民相談室

桜江 12日（水）    9：00 ～12：00
桜江総合市民センター　和室

こころの健康相談
日時 14 日（金）、28 日（金）
時間 14：00 ～16：00
会場 浜田保健所、市役所など

予約先 浜田保健所　℡０８５５（２９）５５５０
交通事故相談

日時 毎週水曜日 11:00~16:00
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所
℡ 0852（22）5102

サポステ浜田　就労相談
日時 4 日（火） 　11：00 ～13：00
会場 パレットごうつ　会議研修室 2

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡ 0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

13 日（木）13：00 ～15：00
市社会福祉協議会 ※要予約

一般相談
（江津）

28 日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会 ※要予約

一般相談
（桜江）

18 日（火）13：30 ～15：45
桜江総合センター　※要予約

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会
℡ 0855（52）6710

2 月の断酒会
江津保健センター
開催日 6 日、13 日、27 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 20 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

　◎相談先
　消費者ホットライン
℡ １８８

①ＳＮＳ上の広告はしっかり内容
を確認しましょう。

✓大幅な値引きや低価格、商品の
効果を過剰にうたう広告、簡単
にもうかる投稿やメッセージを
うのみにしないようにしましょ
う。

②ＳＮＳ上で知り合った相手が本
当に信用できるのか慎重に判断
しましょう。

✓お金を支払ったとたん相手と連
絡が取れなくなることもあり、
返金を求めることが困難になり
ます。

✓運転免許証、学生証等の身分証
明書の情報をＳＮＳで送らない
ようにしましょう。個人情報や
身元が分かるような書き込みは
安易にしないようにしましょ
う。

③家族でＳＮＳの利用方法を話し
合うとともに、ペアレンタルコ
ントロール機能やフィルタリン
グ機能も活用しましょう。

※独立行政法人国民生活センターが公表
しています。

　「お金が返ってくるので、ＡＴＭ
に行くように」などという電話が
あったら還付金詐欺です。

還付金詐欺にご注意ください

有

料

広

告

くらしの広場 （無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）
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広報担当のカメラから

　1 月10 日、日本付近の上空に強い寒気が流れ込み、
強い冬型の気圧配置となりました。本州の日本海側を中
心に降雪が続き、江津市の平地でも積雪がありました。
降雪によって江津市の中央部にそびえる「島の星山」の
星マークに美しく雪化粧が施されました。島の星山（別名：
高角山、星高山）は標高 470m で、平安時代にこの山
に隕石が落下したという伝説が残っています。その伝説
に基づき、1986 年にツツジ 3,000 本を星形に植え、直
径 100m の円形の「星マーク」が完成しました。雪が降
り積もると、白く覆われた星マークが一層輝き、江津市
の風景に特別な美しさを加えています。

雪化粧の星マーク

　12 月13 日、石見智翠館高校で、３年生を対象に行
政相談出前講座が開催されました。江津地区行政相談
委員の福田さん、総務省島根行政監視行政相談センター
から２名の講師が来られました。これから成人を迎える
生徒たちに行政相談がどのような活動を行っているのか、
若者に起こりやすい消費者トラブルの話をされ、これか
ら大人になる学生たちが一人で悩むことがないよう行政
相談や消費生活センターに気軽に相談して欲しいと呼び
かけました。

消費者トラブルを学ぶ

　「インスタントラーメン小学生レシピコンクール」全国
大会で、桜江小学校 4 年生の坂根裕典さんが審査員
特別賞を受賞しました。このコンテストは、小学生が即
席麺を使ったオリジナル料理の腕前を競い合うもので、
島根県勢としては初出場・初受賞の快挙となります。
　12 月 26 日、桜江小学校で坂根さんが藤田副市長に
受賞の報告を行いました。坂根さんのレシピ「おいしい！
桜江のクワマッ茶ウダーラーメン」は、桜江町特産の桑
茶の粉末を使ったクラムチャウダー風のラーメンです。
実際にその料理を調理し、藤田副市長が試食しました。
　坂根さんは「野菜を切るのが難しかったけど、毎日練
習して、40 分かかっていた調理時間が本番では 14 分
に短縮できました。次は江津市の他の食材を使ってチャ
レンジしたいです」と笑顔で話しました。

特産を活かしたレシピ、賞を獲得
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　第 104 回全国高等学校ラグビーフットボール大会（通称
「花園」）において、島根県代表として石見智翠館高校男
子ラグビー部が出場しました。大会に向け12 月 20 日に
江津市役所で市民壮行会が開催され、市民からの熱い応
援を受ける中、主将の祝原久温さんは壮行会の参加者に
意気込みを語りました。
　石見智翠館高校は、A シード枠として 12 月 30 日の 2
回戦から登場し、初戦では尾道（広島）と対戦。見事に
23 対 0 で勝利を収め、続く3 回戦では関商工（岐阜）と
対戦し、95 対 5 という圧倒的なスコアで勝利を飾りまし
た。順調に勝ち進んだ石見智翠館は、1 月 3 日に行われ
た準々決勝で国学院栃木（栃木）と対戦。惜しくも 0 対
12 で敗北し、全国ベスト 8 という結果となりました。選
手たちは最後まであきらめることなく全力で戦い抜きまし
た。

石見智翠館高校、花園ベスト８

　島根職業能力開発短期大学校の学生が、11 月16 日、
17 日に開催されました内閣府後援「第 10 回沖縄海洋ロ
ボットコンペティション」ROVノーマルタスク部門におい
て、最優秀賞を受賞しました。昨年度に引き続き、2 年連
続の受賞です。
　12 月17 日、結果報告のため、電子情報技術科 2 年の
岩成鼓太朗さんと角綾斗さんが江津市長を訪問しました。
操縦を担当した岩成さんは「何か月も前から準備、練習を
してきて、その成果を発揮できて大変うれしい」と話しま
した。バッテリー数の削減、フレームの縮小など、昨年度
の機体をさらに軽量化した機体担当の角さんは「毎年改
良を続け、ハード面は完成度が高い。今後はセンサーな
どを付け、人の感覚に頼らない操縦ができる機体ができ
たらいいと思う」と話しました。

2年連続で最優秀賞を受賞

　1 月10 日、子育てサポートセンターで伝統的な正月遊
びを楽しむイベントが開催されました。0 歳から 2 歳の
子どもとその親 11 組が参加し、福笑いやこま回しなど
で遊びました。センター職員が手作りした獅子舞にも子
どもたちは興味津々。遊びの後は、もちもちの白玉ぜん
ざいをおやつに楽しみ、笑顔でほおばっていました。参
加者は「福笑いを子どもと一緒に楽しめた」と喜び、ま
た「家ではできない正月遊びを体験できて良かった」と
話しました。

正月遊び
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　令和６年 11 月 28 日、浜田圏域７０２４（ななま
るにいよん）よい歯のコンクールの表彰式が行われ
ました。17 名の応募があり、江津市から優秀賞が
３名選ばれました。おめでとうございます。
　浜田圏域では 8020 運動の前段階として 70 歳
で自分の歯を 24 本以上保持して、努力している人
を表彰しています。

都野津町　佐々木一幸さん（現在歯数：28 本）

千田町　佐々木久三子さん（現在歯数：27本） 桜江町　橋野昭子さん（現在歯数：29 本）

　65 歳過ぎて歯茎が痩せ
てきてかみ合わせが合わな
くなったことが切っ掛けで、
３か月に１回メンテナンスに
通っています。丈夫な歯に産
んでくれた母に感謝です。

　海辺で育ったので、子ども
の頃から魚をよく食べていまし
た。母も104 歳で亡くなりま
したが最期まで歯は丈夫でし
た。昔から歯は大事にしようと
思っていたので毎日ケアは欠か
さないし、年に２回は歯医者
でメンテナンスをしています。

　子どもの頃から歯は丈夫
だったし、おやつも小魚が多
かったです。40 歳頃に病気を
して主治医から歯を大事にす
るように言われ、毎日ケアを
するようになりました。メンテ
ナンスも 3 ～ 4 か月ごとに歯
医者に行っています。

広報担当のカメラから

７
ななまるにいよん

０２４よい歯コンクール受賞者発表

　年明け１月５日に消防関係者の仕事始め式の消防出初
式が行われ、消防団員約 500 名が参加しました。式典
では長年活動を続ける消防団員に対する表彰や昨年入団
した新入団員の紹介が行われました。式典後は礼式や服
装を確認する通常点検を行い、気持ちを引き締め新しい
年がスタートしました。また式典の最後には 20 分団によ
る一斉放水が行われ、江の川にアーチを架けました。

まちの安全を願って
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問江津市図書館本館　℡０８５５（５２）０５５１
　桜江分館　℡０８５５（９２）０３００Library 図書館においでよ！

ブロッコリーチャーハン

・ブロッコリー　
・玉ねぎ　
・にんにく
・ちりめんじゃこ
・干しえび　
・卵　
・ごはん　
・油　
・顆粒中華だし　
・しょうゆ　

作り方
１ブロッコリーは粗みじん切りにする。
２玉ねぎ、にんにくはみじん切りにする。
３油をひいたフライパンを熱し、にんにくを炒め、香りが出たら玉

ねぎを加え、透き通るまで炒める。
４玉ねぎが透き通ったら、ちりめんじゃこと干しえび、中華だしを

加えて炒める。
５ボウルに卵を割って溶きほぐし、あたたかいごはんを入れてさ

っくり混ぜたら４に入れて炒める。
６ごはんがパラパラになったらブロッコリーを入れて炒め、しょう

ゆを回し入れ、軽く炒めて器に盛りつける。

１人分の野菜使用量：90g　エネルギー：397kcal　塩分：1.8g

ブロッコリーは、ビタミンやミネラルをバラン
スよく含んでいる栄養価のとても高い緑黄

色野菜です。香りや味にクセがなく甘みもあるの
で食べやすく、どんな調理法にでも合います。栄
養素の損失を抑えるため、ゆでるよりも炒めたり、
焼いたり、電子レンジで加熱したりするのがおす
すめです。調理時間　約15分

江津食彩
食卓に毎日プラス１皿の野菜

ごうつの味　四季めぐり

材料（２人分）

特別企画「雑誌の付録もらっちゃおう！抽選会」

応募期間 2月1日 （土） ～27日 （木）

　毎年好評の雑誌の付録提供企画、今年度も抽選方式で実施します。
他ではなかなか入手できない付録セットです。お楽しみにご参加くださ
い。
◎当選番号の発表と受け取り期間
　3 月 5 日（水）～30 日（日）で館内掲示、SNS、HP にて番号を告
知します。
※期間内に受け取りに来られなかった賞品は、4 月以降再抽選を行います。

　◎注意事項
・参加できるのは当館の利用登録者のみです。
・一人で最大 3 点までの賞品に応募できますが、当選は一つまでです。
・同じ賞品に複数応募された場合は、抽選券を一枚に絞らせていただ

きます。
・抽選券の控えが引換券となりますので、当選発表まで紛失しないよ

うに保管してください。

◎毎週火曜日　
◎月末休館　2 月 28 日（金）

今月の休館日

※休館中や早朝、深夜の返却には返却ポストをご利
用ください。必ず、備え付けの用紙にお名前などを
ご記入ください。大型絵本、CD、DVD、紙芝居、
ゲーム類は開館時間内にカウンターへご返却くださ
い。

２分の１株
４分の１個

１片
大さじ２
大さじ２

２個
茶碗２杯分

小さじ２
小さじ２分の１

小さじ２

\ レシピ公開中 /

　◎注意事項
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認
知
度
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。こ

の
記
事
を
通
じ
て
、
江
津
市

の
皆
さ
ま
が
地
元
の
伝
統
工
芸
品

で
あ
る
勝
地
半
紙
に
つ
い
て
改
め

て
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

２
０
１
６
年
２
月
号
の
か
わ
ら

ば
ん
で
も
勝
地
半
紙
を
特
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

方
各
地
に
多
く
い
た
紙
漉す

き
職
人

の
使
用
す
る
道
具
が
、
神
楽
と
結

び
つ
い
て
名
称
と
し
て
残
っ
た
こ

と
は
、
石
見
地
方
な
ら
で
は
の
文

化
的
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
貴
重
性
と
文
化
的
背
景
か

ら
、
佐
々
木
さ
ん
の
工
房
の
甑
が
、

日
本
遺
産
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍

動
す
る
神
話
の
世
界
〜
石
見
地
域

で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
〜
」
の
構
成

要
素
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

勝
地
半
紙
の
こ
れ
か
ら

佐
々
木
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
６
代

目
と
し
て
受
け
継
い
だ
勝
地
半

紙
の
伝
統
を
未
来
へ
残
す
た
め
、

日
々
工
夫
を
重
ね
、
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
楮
の
栽
培
か
ら
紙
漉
き
に

至
る
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
む
一

方
、
現
代
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

使
い
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ

左：甑（こしき）と大蛇　右：楮が蒸し上り、甑を引き上げる様子

▲蒸しあがった楮から早速皮を剥ぐ

1
月
号
に
引
き
続
き
、
昭
和
54
年
に
市
指
定
文
化
財
に
な
っ

た
勝
地
半
紙
(
か
ち
じ
ば
ん
し
)
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

後
藤

響
介

▲勝地半紙と押し花を組み合わせた壁面照明
　「スクエアパネルライト」 ▲広報かわらばん

江
津
と
モ
ノ
づ
く
り

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
目
線
～
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2月ごうつカレンダー
江津市 PR キャラクター

「人麻呂くんとよさみ姫」

◎各記号の意味
役市役所　分分庁舎　島島の星クリーンセンター　エエコクリーンセンター　保江津保健センター さ桜江総合センター　
桜桜江保健センター　中中央公園　総総合市民センター　図江津市図書館　パパレットごうつ　ササンピコごうつ　
子子育てサポートセンター　じじばさんセンター　社社会福祉協議会　済済生会江津総合病院　　◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1
中島根県 U14 選抜

男子ソフトテニ
ス大会

2 3 4 5 6 7 8
◆石見神楽定期

公演（7）
中 総 図 じ休館日 保断酒会 (17)

サ定休日
子休館日

中 第 38 回石見地
区中学１・２年
強化卓球大会

◆石見神楽定期
公演（7）

9 10 11建国記念日 12 13 14 15
中 第 27 回人麻呂

カップバレーボ
ール大会

総 ＰＴＮＡピアノ
ステップ

パ 全日本写真連盟
島根県本部写真
展【～ 2/23】

（18）
◆石見神楽定期

公演（7）

中 総 図 休館日
子休館日

さ行政相談（17）
◆防災行政用無線

を用いた情報
伝達訓練（4）

◆献血

保断酒会 (17)
サ定休日
子休館日
社法律相談（17）
◆ 60 代からの多

様な働き方セミ
ナー（15）

◆石見神楽定期
公演（7）

保がんケアサロン
ごうつ（13）

16しまね家庭の日 17 18 19ごうつ食育の日 20 21 22
エ休日開場日（12）
中 第 38 回江津市

民室内テニス大
会

総 アマチュアミュ
ージックフェス
ティバル　ゴウ
ツ

◆石見神楽定期
公演（7）

分人権相談（17） さ一般相談（17）
中 総 図 じ休館日

役行政相談（17） 桜断酒会 (17)
サ定休日
子休館日

◆石見神楽定期
公演（7）

23 24天皇誕生日 25 26 27 28
島休日開場日（12）
中 トヨタカップ兼

島根県ソフトバ
レー大会

子休館日

中 総 図 じ休館日 保断酒会 (17)
サ定休日
子休館日

図休館日
社一般相談（17）
◆石見神楽定期

公演（7）

 献血にご協力を！

日時
２月12 日（水）
午後３時～４時３０分

対象
400 ㎖献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

場所
ポリテクカレッジ島根

（二宮町）
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ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
https://w
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w.city.gotsu.lg.jp/
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https://w

w
w.facebook.com

/gotsucity
発

行
・

江
津

市
　

　
〒

695-8501 島
根

県
江

津
市

江
津

町
1016

番
地

4　
　

TEL0855（
52） 2501

FAX0855（
52） 1380

E-m
ail：

kouhou@
city.gotsu.lg.jp

編
集

・
総

務
課

広
聴

広
報

係
　

　
印

刷
・

柏
村

印
刷

江
津

営
業

所

▲

VO
L.878

2025.2

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

編
集
部
だ
よ
り

江津市公式 LINE
友だち募集中！

この広報紙は地球に優しい、
石油をあまり使用しない植物油
インクを使用しています。

玉
江
大
会
と
聞
い
て
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
何
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
か
。

今
回
は
、
玉
江
大
会
の
思
い
出
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
と
し
て
応
援
歌
に
注
目
し
て
み
ま
し

た
。応

援
歌
と
言
え
ば
、
出
場
選
手
は
応
援
を
力
に
全
力
で
大
会
に
臨
み
、
応
援
す
る

方
も
全
力
で
応
援
歌
を
歌
っ
て
い
た
と
当
時
を
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
青
陵
中
学
校
と
江
東
中
学
校
の
応
援
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
思
い
出
し
な
が
ら
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

玉
江
大
会
第
100
回
記
念
大
会
に
向
け
て

一
号

一
、
紫
け
む
る

高
角
の
峰

　
　

仰
ぎ
て
集
う

若
人

五
百

　
　

伸
び
ゆ
く
力

血
潮
は
燃
え
て

　
　

理
想
の
栄
冠

占
む
る
者

我
ら

　
　

輝
け
青
陵

我
ら
が
母
校

二
、
緑

萌
え
立
つ

青
陵
の
原

　
　

臨
み
て
立
て
る

若
人

五
百

　
　

鍛
え
し
腕

か
い
な

闘
志
あ
ふ
れ
て

　
　

勝
利
の
大
杯

か
ざ
す
者

我
ら

　
　

栄
え
あ
れ
青
陵　
　

我
ら
が
母
校

三
、
紺
青
に
お
う

石
陽
の
海

　
　

向
か
い
て
励
む

若
人

五
百

　
　

睦
み
し
心　
　

誓
い
も
高
く

　
　

久く

お

ん遠
の
王
座
を

築
く
者

我
ら

　
　

幸
あ
れ
青
陵

我
ら
が
母
校

二
号

一
、
あ
あ

陽
光
の

影
の
も
と

　
　

集
い
し

数
百
の

若
人
よ

　
　

紺
碧
の
空

ひ
る
が
え
る

　
　

我
ら
が
旗
の

意
気
高
し

二
、
出
湯
の
里
の

山
並
み
に

　
　

若
草

萌
ゆ
る

千
田
野
辺
に

    

友
情
の
肩

組
み
合
わ
せ

    

い
ざ
戦
わ
ん

諸
共
に

三
、
本
明
山
は

南
天
に

　
　

加か

志し

岐き

流
ら
く

青
海
に

　
　

久
遠
の
光

こ
の
い
さ
を

　
　

天
地
と
共
に

栄
え
よ
や

青
陵
中
学
校

応
援
歌

1
月
の
あ
る
朝
、
家
の
周
り
で
停

電
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
夜
明
け

前
の
た
め
真
っ
暗
で
す
。
壊
れ
た
懐

中
電
灯
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

電
気
対
応
の
暖
房
器
具
の
み
だ
っ
た

の
で
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
暗
闇
を

右
往
左
往
。
改
め
て
日
頃
の
準
備
の

重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」、
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か

り
備
え
よ
う
と
心
に
誓
っ
た
と
っ
て

も
寒
い
寒
い
朝
で
し
た
。（
栄
）

2
月
号
で
は
「
は
た
ち
の
集
い
」
の

様
子
を
写
真
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
晴
れ
着
姿
は
と
て
も
眩
し

く
見
え
ま
し
た
。
私
に
も
二
十
歳
の

頃
が
あ
り
、
当
時
参
加
し
た
際
は
「
成

人
式
」で
し
た
。
会
場
に
着
い
た
と
き
、

ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
と
き
の
焦
り
は
今
で
も
忘

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
寒
い
日
が
続
く
と
思

い
ま
す
の
で
、「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
海
）

江
東
中
学
校

応
援
歌

一
号

若
き
生
命

         

　
　

あ
あ

友
情
に

結
ば
る
る

　
　

若
き
生
命
の

血
を
燃
や
し

　
　

栄
冠
目
指
し

励
み
あ
う

　
　

こ
の
感
激
を

誰
が
知
る

　
　

江
東
健
児

乙
女
ら
よ

　
　

い
ざ
競
い
な
ん

今
日
の
日
よ

   二
号

団
結
の
花

　
　

緑
に
輝
く

緑
ヶ
丘

　
　

赤
土
に
照
る

夕
映
え
に

　
　

流
れ
る
汗
を

拭
い
つ
つ

　
　

あ
あ

栄
冠
を

夢
に

見
ん

　
　

江
東

江
東

我
ら
が
選
手

　
　

江
東

江
東

我
ら
が
母
校
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